
柏崎刈羽原子力発電所

点検進捗状況

平成21年５月１３日

第７１回 地域の会ご説明資料
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7号機

プラント全体の機能試験・評価の進捗
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 これまで、原子炉を起動せずに実施できる点検・評価（設備点検、系統機
能試験、地震応答解析）を行い、「止める」「冷やす」「閉じ込める」機能
について確認した。

 上記の確認が完了したことから、「プラント全体の機能試験・評価」を
実施し、地震による設備への影響を確認するとともに、今後、継続的に
運転が可能であることを確認する。

地震の影響を確認するための点検・評価

地震応答解析

◆点検による健全性確認

◆解析による健全性評価

原子炉の蒸気発生後に
実施する点検評価

◆点検による健全性確認
プラント確認試験

◆運転データ等による
健全性評価

総
合
負
荷
性
能
検
査
（
法
定
検
査
）

起動時の設備点検

起動時の系統機能試験

設備点検

系統機能試験
原子炉の蒸気発生前に
実施する点検評価

プラント全体の機能試験・評価

プラント全体の機能試験・評価の位置づけ
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約20%

約75%

約50%

100%
（定格熱出力運転）

タービン系主要
ポンプ全数起動

復水器
真空上昇

制御棒引抜
開始～臨界

主タービン起動原子炉圧力
7.0MPa

原子炉圧力
3.5MPa

：復水器真空度
：原子炉圧力
：タービン回転数
：発電機出力

（注）本起動曲線は概要であり、実際の起動
曲線とはそぐわない箇所もあります。

凡例

発電機並列

プ
ラ
ン
ト
の
起
動
曲
線

プ
ラ
ン
ト
の
起
動
曲
線

平成２１年５月１１日
１１時現在

評価
（75%出力時）

評価
（最終評価）

評価
（100%出力時）

評価
（50%出力時）

評価
（制御棒引抜前）

評価
（原子炉格納容器内点検）

7.0MPa
評価

（仮並列後）

① ②-1 ③-1 ⑦
評価

（原子炉格納容器内点検）
3.5MPa

評価
（20%出力時）

④-1 ⑤-1 ⑥
評価

（主ﾀｰﾋﾞﾝ起動後）

②-2 ③-2 ④-2 ⑤-2

タービン
回転速度

1500rpm

柏崎刈羽原子力発電所７号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の機能試験に係る進捗状況

◎：地震後の健全性確認のため、特別に実施する項目
○：地震後の健全性確認のため、内容・範囲等を追加した項目
◆：通常のプラント起動時にも実施している項目

評価結果

◆プラント運転
パラメータ
採取

◆主復水器イン
リーク検査

○プラント運転
パラメータ採取

○巡視点検

○原子炉隔離時
冷却系機能試験

○気体廃棄物処理系
機能試験

◎蒸気ﾀｰﾋﾞﾝ性能試験
（その１）

○プラント運転
パラメータ採取

○蒸気系配管・機器
漏えい確認

◎配管振動確認
○巡視点検

○プラント運転
パラメータ採取

◎配管振動確認
○巡視点検

○プラント運転
パラメータ採取

○蒸気系配管・機器
漏えい確認

◎配管振動確認

○プラント運転
パラメータ採取

○蒸気系配管・機器
漏えい確認

◎配管振動確認
○蒸気タービン性能

試験（その２）

○プラント運転
パラメータ採取

○主タービン運転
状態確認

○主発電機総合機能検査
○主変圧器、所内変圧器
の作動状態の確認

○プラント運転
パラメータ採取

○原子炉格納容器内
の点検

○蒸気系・給水系配管・
機器漏えい確認

◎配管熱膨張の影響確認
◎配管振動確認
◆原子炉隔離時冷却系

設備点検

主な試
験・確認
項目※

③-2【主発電機仮並列後
の評価】
主発電機を系統に仮並列
した後、原子炉出力を上
昇させて、発電機出力 約
20%において主発電機・
主変圧器等の健全性を確
認する。

②-2【原子炉昇圧（約
7.0MPa）後の評価】
原子炉圧力 定格圧力約
7.0MPaにおいて、原子
炉格納容器内の機器・配
管等が健全であることを
確認する。

⑤-2【定格熱出力
到達後の評価】
原子炉の出力を上昇
させ、原子炉熱出力
約100%において、
プラントが健全であ
ることを確認する。

⑤-2 100％出力時
の点検・試験

④-2【発電機出力約
50%到達後の評価】
原子炉の出力を上昇
させ、発電機出力 約
50%において、プラ
ントが健全であるこ
とを確認する。

④-2 50％出力時の
点検・試験

⑦【最終評価】
プラントの運転状
態を継続的に監視
することで、プラ
ント運転状態が安
定しており健全で
あること確認する。
また、最終的にプ
ラント全体の機能
試験の結果を評価
する。

６【系統機能試験
完了】
定格熱出力一定運転
状態において３種類
の系統機能試験を行
い、系統機能が健全
であることを確認す
る。

⑤-1【発電機出力約
75%到達後の評価】
原子炉の出力を上昇さ
せ、発電機出力 約
75%において、プラン
トが
健全であることを確認
する。

④-1【発電機出力約
20%到達後の評価】
主発電機を系統に本
並列した後、発電機
出力 約20%におい
て、プラントが
健全であることを確
認する。

③-1【主タービン起動後
の評価】
原子炉からの蒸気を主タ
ービンに供給し、無負荷
での主タービンの運転状
態が健全であることを確
認する。

②-1【原子炉昇圧（約
3.5MPa）後の評価】
原子炉圧力 約3.5MPaに
おいて、初めて入熱する
ことで状態が変化する原
子炉格納容器内の機器・
配管等が健全であること
を確認する。

①【復水器真空
度上昇後の評
価】
制御棒引抜前に
おいて、機器
（主復水器等）
が健全であるこ
とを確認する。

主な評価
内容

⑦ 最終の健全性
評価

⑥ 定格出力時の点検
・試験

⑤-1 75％出力時の
点検・試験

ホールド
ポイント

④-1 20％出力時の
点検・試験

③ 主タービン、主発電機
の起動時の点検・試験

② 原子炉昇圧時（約
3.5MPa、約

7.0MPa）
の点検

① 真空上昇時
の点検

②-1 平成21年5月1０日
評価：良

：現状の進捗状況※ 凡例

① 平成21年5月9日
評価：良
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海

評価結果 ① 復水器真空度上昇後の評価
平成21年５月９日 評価完了：良

炉心

原子炉
格納容器

高圧
タービン

低圧タービン

主復水器

排気筒

主変圧器
湿分分離
加熱器

蒸気加減弁

循環水ポンプ

主発電機

制御棒
インターナル

ポンプ

海水

＜ 主な評価内容 ＞
制御棒引抜前において、機器（主復水器等）が健全であることを確認する。

＜ 主な試験・確認項目 ＞
プラント運転パラメータ採取、主復水器インリーク検査 等

＜ 次工程 ＞
制御棒を引き抜くことで原子炉を臨界にし、原子炉を約3.5MPaまで昇圧する。その後、
全制御棒を全挿入し、原子炉を未臨界にした後、原子炉格納容器内の点検を行う。

希ガスホールド
アップ塔

原子炉
圧力容器

タービン
バイパス弁

圧力抑制
プール

給水ポンプ

原子炉隔離時
冷却系ポンプ 復水貯蔵槽

【設備点検】
主復水器

インリーク検査

【プラント確認試験】
プラント運転

パラメータ採取
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海

評価結果 ②-1 原子炉昇圧（約3.5MPa）後の評価
平成21年５月１０日 評価完了：良

炉心

原子炉
格納容器

高圧
タービン

排気筒

主変圧器
湿分分離
加熱器

蒸気

蒸気加減弁

給水ポンプ

主発電機

制御棒
インターナル

ポンプ

海水

＜ 主な評価内容 ＞
原子炉圧力 約3.5MPaにおいて、初めて入熱することで状態が変化する
原子炉格納容器内の機器・配管等が健全であることを確認する。

＜ 主な試験・確認項目 ＞
プラント運転パラメータ採取、原子炉格納容器内の点検、
蒸気系・給水系配管・機器漏えい確認、配管熱膨張の影響確認 等

＜ 次工程 ＞
原子炉を再び臨界にし、原子炉を定格圧力（約7.0MPa）まで昇圧し、
原子炉を未臨界にした後、原子炉格納容器内の点検を行う。
その後、原子炉を再び臨界にし、主タービンを起動する。

給水

希ガスホールド
アップ塔

原子炉
圧力容器

低圧タービン

主復水器

循環水ポンプ

タービン
バイパス弁

圧力抑制
プール

原子炉隔離時
冷却系ポンプ 復水貯蔵槽

【プラント確認試
験】原子炉格納
容器内の点検

【その他】
配管熱膨張の影響確認

【設備点検】
蒸気系・給水系

配管・機器漏えい確認

【プラント確認試験】
プラント運転

パラメータ採取
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 確認内容
原子炉の昇圧後 約3.5MPa において
下記点検・確認を実施し、原子炉格納容器内
の設備の健全性を確認する。
（約7.0MPa時も実施）

・目視点検
・漏えい確認
・パラメータ採取 等

 異常が確認された場合の対応
フランジの増し締め等を実施する。

②-1 原子炉格納容器内の点検

炉心

蒸気ライン

制御棒
インターナル

ポンプ

給水ライン

原子炉
圧力容器

圧力抑制
プール

原子炉
格納容器

主蒸気隔離弁(８台)

制御棒駆動機構(205台) インターナルポンプ
電動機(10台)

主蒸気逃し
安全弁(18台)
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 確認内容

原子炉の蒸気により原子炉隔離時冷却系を作動させ、作動状態、

漏えいの有無、入熱による配管と支持構造物との干渉の有無等

を確認する。

次工程 原子炉隔離時冷却系設備点検

原子炉隔離時冷却系系統図（試運転時）

ポンプ駆動用タービン

ポンプ

原子炉
圧力容器

原子炉格納容器

圧力抑制室

：目視点検、漏えい確認対象
（蒸気通気範囲）

：作動試験対象

蒸気タービンへ

復水器へ

真空タンクへ

※5月9日23:15より原子炉圧力0.98MPaにて実施した原子炉
隔離時冷却系(RCIC)の現場での停止操作において、機械式停止
機構の動作不良が発生したが、その後、注油等の手入れを行い、
正常に動作することを確認した。
※5月11日6:35頃、原子炉圧力7.07MPaにて実施した原子炉
隔離時冷却系(RCIC)の中央制御室での通常の停止操作において、
停止できない事象が発生した。
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海

次工程 ②-2 原子炉昇圧（約7.0MPa）後の評価

炉心

原子炉
格納容器

高圧
タービン

排気筒

主変圧器
湿分分離
加熱器

蒸気

給水ポンプ

主発電機

制御棒
インターナル

ポンプ

海水

給水

希ガスホールド
アップ塔

＜ 主な評価内容 ＞
原子炉圧力 定格圧力約7.0MPaにおいて、原子炉格納容器内の機器・配管等が
健全であることを確認する。

＜ 主な試験・確認項目 ＞
プラント運転パラメータ採取、原子炉格納容器内の点検、原子炉隔離時冷却系設備点検、
蒸気系・給水系配管・機器漏えい確認、配管熱膨張の影響確認、配管振動確認 等

原子炉
圧力容器

低圧タービン

主復水器

循環水ポンプ

圧力抑制
プール

原子炉隔離時
冷却系ポンプ 復水貯蔵槽

蒸気加減弁

タービン
バイパス弁

【その他】
配管熱膨張
の影響確認

【設備点検】
原子炉隔離時

冷却系機能設備点検

【プラント確認試
験】原子炉格納
容器内の点検

【プラント確認試験】
プラント運転

パラメータ採取

【設備点検】
蒸気系・給水系

配管・機器漏えい確認

【その他】
配管振動確認
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次工程 配管熱膨張の影響確認

 確認内容
耐震強化工事を実施した系統のうち、プラント起動時に通水（加熱）状態となる
配管設備について、熱膨張による異常の有無を確認する。

 異常が確認された場合の対応
異常の状況およびプラントへの影響等の評価を行い、必要に応じて、影響緩和
措置などを実施する。

一例：耐震強化工事を実施した箇所
（主蒸気系配管及び主蒸気逃し安全弁）

配管の干渉
の有無

メカニカルスナバ
の作動状況確認



10

次工程 配管振動確認

振動測定箇所

原子炉
圧力容器 主蒸気逃がし

安全弁

主蒸気隔離弁

原子炉格納容器
貫通部

サポート変更箇所
（メカニカルスナバ容量増）

振動測定箇所

振動測定による確認方法（主蒸気系配管の例）

 確認内容

耐震強化工事を実施した系統のうち、プラント起動時に通水（加熱）

状態となる配管設備について、運転時の振動が比較的大きい箇所に

対し振動を測定する。

 異常が確認された場合の対応

異常の状況及びプラントへの影響等の評価を行い、必要に応じて、

影響緩和措置などを実施する。
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次工程 主タービンの起動

高圧・低圧タービン 概略図

発電機低圧タービン（Ａ）高圧タービン

（軸受 ＃1～10）
スラスト軸受

軸受＃1 軸受＃2 軸受＃3
軸受＃4

軸受＃5
軸受＃6

軸受＃7 軸受＃8 軸受＃9 軸受＃10

低圧タービン（Ｂ） 低圧タービン（Ｃ）

原子炉からの蒸気を主タービンに供給し、主タービンを起動する。

○主タービンについては、地震後の点検において損傷が確認された

低圧タービンの翼を交換する等を行っており、主タービン起動に

伴って軸受部の振動が上昇する場合も考えられる。

そのため、主タービン起動後に振動測定を行った後、必要に

応じて原子炉を停止して、主タービンのバランス調整を実施する。
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各号機の健全性確認進捗状況
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２号機

１号機

７号機

６号機

５号機

４号機

３号機

進捗率

100%

目視点検 作動試験・機能試験 漏えい試験

２、４号機については、炉内点検など重要機器について目視点検を完了しており、異常がないことを確認している。

地震後の点検、
技術者による目視点

検
完了

完了

完了

完了

完了

完了
完了

完了
完了

完了

完了

H21.4.2８現在各号機の健全性確認進捗状況
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６号機系統レベルの健全性確認の実施状況
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６号機 系統機能試験進捗状況（１）

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

試験結果

特に制約なし
実施済

（平成20年12月17日）
補助ボイラー試運転検査補助ボイラー

タービン設備に関わる
インターロック

原子炉設備に関わる
インターロック ※１

計装用圧縮空気系機能検査

燃料装荷状態

燃料装荷状態

特に制約なし

タービン設備復旧後

（主蒸気止め弁、主蒸気加減弁
復旧後）

燃料装荷前※１

特に制約なし

燃料装荷状態

タービン設備復旧後

（給・復水系の水張り完了後）

タービン設備復旧後

（蒸気タービン復旧後）

特に制約なし

燃料装荷前

特に制約なし

燃料装荷状態

実施時期

実施済
（平成21年2月17日）

選択制御棒挿入機能検査

実施済
（平成21年3月2日）

制御棒駆動機構機能検査

実施済
（平成20年12月10日）

実施予定

実施済
（平成21年1月23日）

原子炉保護系
インターロック機能検査

実施済
（平成20年12月5日）

ほう酸水注入系機能検査

実施済
（平成21年3月5日）

制御棒駆動系機能検査

計測制御系統設備

実施予定給水ポンプ機能検査

実施予定タービンバイパス弁機能検査

実施済
（平成20年12月18日）

自動減圧系機能検査

実施済
（平成21年1月16日）

非常用ディーゼル発電機、高圧炉心注水系、
低圧注水系、原子炉補機冷却系機能検査

実施済
（平成20年12月7日）

主蒸気隔離弁機能検査

原子炉冷却系統設備

実施済
（平成21年2月17日）

原子炉停止余裕検査原子炉本体

検査実施状況系統機能試験に関連する定期事業者検査対象系統

※１：一部の試験項目は燃料装荷後に実施。
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６号機 系統機能試験進捗状況（２）

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

試験結果

特に制約なし
実施済

（平成20年12月25日）

液体廃棄物貯蔵設備・処理設備のインター
ロック機能検査（その１）

特に制約なし実施予定
液体廃棄物貯蔵設備・処理設備のインター
ロック機能検査（その２）

主蒸気隔離弁機能検査※３

非常用予備発電装置

原子炉格納施設

廃棄設備

非常用ディーゼル発電機、高圧炉心注水系、
低圧注水系、原子炉補機冷却系機能検査 ※３

燃料装荷前

燃料装荷前

燃料装荷前

特に制約なし

燃料装荷前※２

特に制約なし

特に制約なし

特に制約なし

燃料装荷状態

特に制約なし

燃料装荷前

燃料装荷前

特に制約なし

実施時期

実施済
（平成20年12月16日）

直流電源系機能検査

実施済
（平成21年1月13日）

非常用ディーゼル発電機定格容量確認検査

実施済
（平成21年1月16日）

実施済
（平成20年12月７日）

実施済※２

（平成21年1月21日）
原子炉建屋気密性能検査※２

実施済
（平成20年12月25日）

原子炉格納容器スプレイ系機能検査

実施済
（平成20年12月6日）

可燃性ガス濃度制御系機能検査

実施済
（平成20年12月20日）

原子炉格納容器隔離弁機能検査

実施予定原子炉格納容器漏えい率検査

実施済
（平成20年12月12日）

液体廃棄物処理系機能検査

実施済
（平成20年12月10日）

中央制御室非常用循環系機能検査

実施済
（平成21年1月21日）

非常用ガス処理系機能検査
放射線管理設備

実施済
（平成21年1月12日）

原子炉建屋天井クレーン機能検査燃料設備

検査実施状況系統機能試験に関連する定期事業者検査対象系統

※２：燃料装荷前の確認としては、原子炉建屋気密性能検査（停止後）および非常用ガス処理系機能検査により確認。
今後、原子炉格納容器漏えい率試験後に実施予定。

※３：原子炉冷却系統設備の検査と重複する試験項目。
評価完了

２０項目／２６項目


